
◆学びへの飽くなき探究心を持つ人材の育成◆自ら考え、自ら行動する力の育成◆未来を切り拓く力の育成 

 

 

 

 

 

 

校長代理  中澤 務 

７月 12日（水）に合唱コンクールが開催されました。新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、２年間実施で

きていなかったことに加え、昨年度は神奈川県民ホールで開催したことから、横浜みなとみらいホールでの開催は４

年ぶりとなりました。附属中生は横浜美術館前に集合して会場に移動しました。とても暑い日でしたが、大きな混乱

もなく無事に実施することができました。 

実際にホールでの歌声はどんなだろう。中澤は音楽の時間などに少しお邪魔して合唱の練習を見ていましたが、

教室や音楽室、南高ホールとも違う、とても大きな会場での合唱が成功するのか、ほんの少しだけ心配しておりまし

た。でも２年生の合唱が始まって、その不安は吹き飛ばされました。曲想を踏まえ、思いを表そうと工夫した指揮、ホ

ールに響き渡る美しい歌声とそれを支えるピアノ伴奏…。堂々とした発表に、会場は大きな拍手に包まれました。続

く３年生の発表は、どのクラスも曲の場面に合わせ、力強さや繊細さを工夫して表現しているように思いました。午

前中の最後を飾るのは１年生。南高・南高附属中校歌と課題曲の学年合唱でしたが、見事に歌いあげていました。大

変迫力があり、驚かされました。 

この１か月、校舎のどこからか歌声がきこえてくる毎日でしたが、合唱って、一緒に練習したり、リハーサルしたり

しないと、ほかのクラスや学年の様子があまりわからないことがあります。これまでクラスや学年の仲間と協力して

精一杯練習したり、もっといい合唱、もっといい表現にならないかと意見を交換したり、また意見が合わずうまくい

かなくなったり、それを乗り越えたりと、さまざまな協力や努力を重ねてきた、それぞれの場所での「感動秘話」みた

いなものがたくさんあったろうなって想像しながら、じっくり鑑賞することができました。一つひとつの感動のお披

露目として大変素晴らしい会であったと思いました。午後に行われた高校生の合唱は、難しい楽曲に真剣に取り組

み、どの発表も迫力がありました。アピールタイムも工夫されていて、本当に楽しめました。一生懸命に合唱に取り組

んでくれた皆さん、合唱コンクールがよりよいものになるように、準備や当日の運営の中心となって活躍してくれた

文化委員の皆さん、そしてお忙しい中、午前中から会場に足をお運びいただきました保護者の皆さん、すべての皆さ

んに改めて感謝します。本当にありがとうございました。 

７月21日（金）からはいよいよ夏休みが始まります。休みに入ってからも1、2年生は英語集中研修があり、１年生

は選択EGGがあり、 ３年生は休みの最後に英語研修旅行があります。行事を通して高めた仲間との協力の姿勢を

続け、楽しく参加してほしいと思います。長期の休みなので様々計画があるかと思いますが、熱中症や水の事故に十

分に気をつけて、健康に過ごしてください。８月28日（月）の二学期の始業式で元気な姿を見せてくれることを願っ

ています。 
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感動の合唱コンクール 

３年学年だより 



 

 

 

7 月 12 日（水）、横浜みなとみらいホールでの開催は４年ぶりとなる合唱コンクールが、中高合同で開催され

ました。 

日頃から合唱が大好きで、音楽の授業の後はみんなが歌を口ずさんでいる 10 期生ですが、みなとみらいホ

ールでの発表は、緊張感の中にもワクワクした思いがあふれていました。ソプラノ・アルトの美しく透き通った声、

全身を使って低く力強い響きで合唱を支えたテノール・バス、曲想を捉えて聴いている人たちの心に思いを届け

た表現力…心身共に成長した皆さんならではの合唱となりました。 

加えて、高校生の圧倒的な合唱やクラスのまとまりを感じさせる楽しいアピールタイムは、これから皆さんが

目指す姿を示してくれました。合唱コンクールで培った力をさまざまな場面で生かしていきましょう。 

音楽科の岩田先生から、各クラスへ講評をいただきましたので紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

物語の根底にある奥深い意味を表現することに努力されていたと思います。冒頭のピアノのアルペジ

オから歌に入る物静かな部分からのクレッシェンド表現はよくできていました。繰り返しによる歌詞

の響きが、折り重なるよう頂点へ向かって進んでゆこうとする様も感じることが出来た合唱でした。 

冒頭部分の「今、目の前に♪」モチーフをはっきりと聴くことのできた合唱でした。それぞれの声の

集合体が、聴いていてクラスの雰囲気を大変良く表わしていると感じました。「知り合うこと♪」の

フレーズは大変美しかったです。ダイナミクスも素晴らしく終結部の「生きる喜び～広がる～自由

をもとめて♪」は、希望に満ちた素晴らしい歌声でした。 

 

最高の合唱をありがとう！ 

1 組 『ひとつの朝』（学年優勝） 指揮：ああああ、伴奏：ああああ 

４組 『消えた八月』 指揮：森田 陽美（指揮者賞）、伴奏：長谷川 汐里（伴奏者賞） 

３組 『蒼鷺』 指揮：ああああ、伴奏：ああああ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合唱コンクールを支えてくれた文化委員さんより 

クラス合唱はもとより、合唱コンクール全体を支え、リードしてくれた文化委員さんたちの言葉です。 

委員長：１組 ああああ 

合唱コンクールお疲れ様でした。各クラス全力で取り組んでいて、中学校最後の良い合唱コンクールになったと

思います。皆さんは緊張しましたか？私は体がプルプルしていました。記憶があまりないのですが、一つだけお

話しします。閉会式でも言いましたが、何をするにも先生方や親などのサポートがある環境だから成り立ってい

ることを忘れないで欲しいです。今回の合唱コンで、私は本当に先生方の偉大さに気づきました。自分からは以

上です。みんな、文化委員やってみてね～。 

 

美しいメロディと言葉が丁寧に合わさり、表現された大変心地よい合唱でした。冒頭の長いフレージ

ングもうまく表現されていました。「歌をください♪」のハミングもよく響いていました。全体的に、

美しい歌声でハーモニーを感じようとしながら歌っている姿はとても好印象で、クラス合唱の良さが

前面に出ていたと思います。 

難曲に取り組み、苦労を重ねられたと思います。とりわけダイナミクスの表現や速度変化の工夫を

曲の中で十分に活かし、本来の楽曲のイメージにたどり着いた合唱でした。言葉の意味を深く感じ、

大切に歌っていた姿勢に好感がもてました。曲の持つ映像的で抒情的な場面を十分に伝えられた合

唱でした。 

 

４組 『消えた八月』 指揮：ああああ、ああああ（指揮者賞、伴奏者賞） 

２組 『聞こえる』 指揮：ああああ、伴奏：ああああ 



１組：ああああ、ああああ 

体育祭に続き、再び優勝できた 1 組の団結力はすごいなあと思います。この団結力を、研修旅行や文化祭でも

発揮してほしいです。放課後の練習では、それぞれのパートをさらに良くするためのアドバイスなどを通して合

唱のレベルを上げることができ、やってよかったと思います。また、こうして練習ができたり、合唱コンを開催する

ことができたのは、先生方や保護者の方のおかげです。特に、直前に山口先生が用意してくださった映像で、団

結力が高まったのではないでしょうか。高校ではアピールタイムがあるので、よりクラスの団結が必要になります。

来年も優勝目指して頑張りましょう。 

２組：ああああ、ああああ  

私は 3 年生で初めて委員会に参加しました。最初文化委員になったときは不安しかありませんでしたが、高仁

先生や他の委員の協力もあって、無事合唱コンクールを終えることができました。委員会経験がなかったので、

クラスをまとめるには苦労しましたが、引き換えに仕事に対する大きなやりがいも感じることができました。学年

優勝とまではいきませんでしたが、クラスで協力して一つのものを作り上げる良い機会になったと思います。皆

さん、合唱コンお疲れ様でした。 

３組：ああああ、ああああ  

私たち3組が「蒼鷺」を練習し始めたとき、正直に言うと「やばいな」と思いました。真面目に練習しない人がいた

り、声量が小さすぎたり、一番は自分自身が文化委員として何をしたらいいのか分からなくなって不安なことだ

らけでした。しかし、7 月に入って本格的に合唱コンクールが近づいてくると、練習が増えていく中でクラス全体

が一つになっていることを感じました。これは私たち文化委員が何かしたからという訳ではなく、指揮者や伴奏

者を中心としたクラスのみんなが合唱に向き合ってくれたおかげです。結果は悔しさが残りましたが、3 組らしい

「蒼鷺」を作ることができたと思います。合唱コンクール、本当にお疲れ様でした！ 

４組：ああああ、ああああ  

合唱コンという行事を通して、4 組としての輪が深まったと感じます。練習が始まった当初は、我々が不甲斐な

かったこともあり、クラスとしての団結が出来ていなかったと感じました。しかし、指揮者や伴奏者、パートリーダ

ーさんの協力もあり、歌詞や情景の理解がどんどん深まっていくと同時に、練習にも緊張感が出て来て団結とい

うものを心から感じました。学年優勝こそ叶いませんでしたが、最高の合唱に出来たと思っています。合唱コン

を運営するにあたり、さまざまな面からご協力をいただき本当にありがとうございました。今後も行事等が続き

ますが、4組として力を合わせて頑張りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 【お知らせ】 

○8月 24日（木）～26日（土）は英語研修旅行です。前日の 23日（水）にはmeetによる確認が 

あります。 

○8月 28日（月）2学期始業式です。 

［持ち物］月曜日時間割①～⑤（６校時は解団式）、夏休みの課題、昼食、体育館シューズ 

【ひめのひとりごと】 

合唱コンクール、期待通りの立派な発表でした。この日までの道のりに思いをはせると、感動もひとしおで

す。夏休みの最後に英語研修旅行、夏休みが明ければ南高祭、10月には関西研修旅行と慌ただしい日々が

続きますが、すべての経験をチャンスと捉え、どこまでも成長していってください。 

 


